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ix 凡　　例

凡
　
　
例

1　

研
究
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
（「
初
版
本
」
と
称
す
る
）
を
根
幹
に
、
既
発
表
論
文
を
研
究
テ
ー
マ
ご
と
に
巻

を
分
け
て
構
成
し
て
い
る
。

2　

初
版
本
の
論
文
体
裁
を
尊
重
し
て
お
り
、
編
者
の
統
一
は
、【
注
】
表
示
の
あ
り
方
な
ど
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

3　

編
者
の
統
一
を
控
え
た
理
由
は
、
三
〇
～
四
〇
年
に
わ
た
る
研
究
論
文
執
筆
に
お
い
て
、
論
題
や
扱
う
資
料
に

よ
っ
て
そ
の
文
体
や
表
示
面
に
変
容
が
生
じ
る
の
は
自
然
の
流
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
機

械
的
な
統
一
に
よ
っ
て
、
そ
の
論
文
本
来
の
も
つ
〝
調
和
〟
を
そ
こ
な
い
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
（
た
だ
し
、

数
字
の
表
記
方
法
な
ど
最
低
限
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
編
集
部
の
ほ
う
で
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
）。

4　

小
林
賢
次
は
縦
書
き
派
で
あ
っ
た
の
で
、
横
書
き
（
横
組
み
）
で
出
版
さ
れ
た
一
部
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
縦
書

き
に
直
し
て
い
る
。

5　

引
用
・
参
照
文
献
の
挙
げ
方
に
も
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
で
は
変
容
が
生
じ
て
い
る
が
、
初
出
、
あ
る
い

は
、
初
版
本
の
ま
ま
を
反
映
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
編
集
部
の
ほ
う
で
可
能
な
限
り
形
式
の
整
理
を
お
こ
な
っ
た
）。

6　

初
版
本
に
小
林
賢
次
自
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、「
小
林
賢
次
自
筆
書
き
入
れ
よ
り
」
と
い
う

一
項
目
を
設
け
て
、
参
考
に
供
す
る
。

7　

初
版
本
に
誤
植
等
、
す
で
に
小
林
賢
次
に
よ
っ
て
朱
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
、
6
の
扱
い
を
せ
ず
、
訂
正
さ
れ
た

形
を
本
文
上
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。





1 序章　狂言台本の研究とその刊行状況・本書の底本

序
章
　
狂
言
台
本
の
研
究
と
そ
の
刊
行
状
況
・
本
書
の
底
本

本
書
は
、
日
本
語
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
現
存
す
る
各
流
各
派
の
狂
言
台
本
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
資
料
性
を
明
ら
か
に
し
、
古
代
語

か
ら
近
代
語
へ
の
変
遷
過
程
を
考
察
す
る
言
語
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
狂
言
台
本
に
み
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
事
象
を

取
り
上
げ
て
分
析
・
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
狂
言
台
本
の
言
語
の
研
究
を
日
本
語
史
研
究
、
特
に
古
代
語
か
ら
近
代
語
へ
の
変
遷
過

程
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
従
来
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
代
表
的
な
台
本
の
み
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
に
お
け
る
各

種
の
台
本
を
広
く
見
渡
し
た
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
本
書
第
Ⅰ
部
で
は
、
大
蔵
流
・
和
泉
流
・
鷺
流
そ
れ
ぞ
れ
の
台
本

の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
資
料
的
性
格
を
考
察
し
た
。
ま
た
、
第
Ⅱ
部
（
編
集
部
注
：
一
部
の
章
は
『
小
林
賢
次
著
作
集
』
第
一
・

二
・
三
巻
に
収
録
し
た
）
に
お
い
て
は
、
狂
言
台
本
に
み
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
事
象
を
取
り
上
げ
て
、
他
の
諸
文
献
を
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
条
件
表
現
に
関
し
て
、
あ
る
い
は
語
彙
・
語
史
に
関
し
て
具
体
的
な
考
察
を
行
っ
た
。
す
で
に
、
前
著
『
狂
言
台
本
を　

主
資
料
と
す
る
中
世

語
彙
語
法
の
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
）
に
お
い
て
も
、
狂
言
台
本
の
資
料
性
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
狂
言
台
本
を
中
心
資
料
と

し
て
の
史
的
考
察
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
、
そ
の
一
層
の
発
展
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

狂
言
の
歴
史
あ
る
い
は
そ
の
台
本
の
成
立
、
狂
言
こ
と
ば
の
研
究
状
況
な
ど
に
関
し
て
は
前
著
に
譲
り
、
本
書
で
は
省
略
す
る
。
次
に
、

本
書
で
資
料
と
し
た
狂
言
台
本
の
底
本
等
を
示
す
。
前
著
に
お
い
て
、
主
な
台
本
に
つ
い
て
の
公
刊
状
況
を
一
覧
に
し
て
示
し
た
。
こ
れ

は
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
鷺
流
狂
言
伝
書
保
教
本
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
四
）
所
載
の
田
口
和
夫
氏
の
「
解
題
」（
池
田
廣
司
〈
一
九
六
七
〉

に
鷺
流
台
本
を
加
え
て
作
成
し
た
も
の
と
い
う
。
田
口
〈
一
九
九
七
〉
に
一
部
訂
正
の
上
所
収
）
を
も
と
に
「
影
印
・
翻
刻
・
総
索
引
・
校
注
」

の
状
況
が
一
覧
で
き
る
よ
う
に
筆
者
（
小
林
）
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
新
た
な
刊
行
書
が
加
わ
り
、
成
立
年
な
ど
に
つ
い
て
、

一
部
訂
正
す
る
必
要
も
生
じ
た
の
で
、
新
た
な
訂
正
を
加
え
て
再
掲
す
る
。
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○
前
著
の
の
ち
、
祝
本
に
つ
い
て
は
、
永
井
猛
『
狂
言
変
遷
考
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
二
）
に
影
印
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
、
表
示
を

加
え
る
。

○
天
理
本
『
狂
言
六
義
』
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
立
大
学
中
世
語
研
究
会
編
『
狂
言
六
義
総
索
引
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
）
が
刊
行

さ
れ
た
の
で
、
表
示
を
加
え
る
。

○
和
泉
流
の
古
典
文
庫
本
に
つ
い
て
、
前
著
の
〈
表
〉
で
は
、
池
田
（
一
九
六
七
）
に
従
い
、
そ
の
親
本
の
成
立
年
代
を
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
頃
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
雲
形
本
の
記
事
の
下
限
を
示
し
た
も
の
で
、
雲
形
本
の
執
筆
者
、
山
脇
和
泉
元
業
自
身

の
筆
録
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
古
典
文
庫
本
の
親
本
の
書
写
年
次
は
不
明
と
す
る
し
か
な
い
。
こ
こ
で
は
、
古
典
文
庫
本
の
底

本
が
書
写
さ
れ
た
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
を
、
そ
の
年
次
と
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
本
書
第
五
章
参
照
。

○
鷺
流
野
中
本
に
つ
い
て
は
、
野
中
儀
右
衛
門
は
途
中
の
段
階
で
の
所
有
者
に
止
ま
る
か
と
さ
れ
る
の
で
、
常
磐
松
文
庫
本
と
名
称
を

改
め
る
。
竹
本
幹
夫
「
研
究
報
告
十
七　

常
磐
松
文
庫
蔵
『
鷺
流
狂
言
伝
書
』
一
六
四
点
」（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年

報
』
第
六
号
、
一
九
八
七
）、
及
び
、
橋
本
朝
生
（
一
九
九
七
）
参
照
。

○
三
百
番
集
本
（
南
大
路
家
旧
蔵
本
）
の
項
目
を
追
加
す
る
。

以
下
、
本
書
で
資
料
と
し
た
狂
言
台
本
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
前
著
と
同
一
で
あ
る
が
、
底
本
等
を
示
し
、
影
印
・
翻
刻
や
総
索
引

の
公
刊
状
況
な
ど
に
つ
い
て
付
記
す
る
。

〔
流
派
の
固
定
以
前
の
も
の
〕

天
正
狂
言
本
（
天
正
六
年
〈
一
五
七
八
〉
奥
書
。
一
〇
三
曲
）…
…
内
山
弘
『
天
正
狂
言
本　

本
文
・
総
索
引
・
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九

八
）
に
よ
る
。
ほ
か
に
、
古
川
久
編
『
狂
言
古
本
二
種
』（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
六
四
）、
表
章
校
注
『
狂
言
集
（
下
）』（
朝
日
古
典
全
書
、
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一
九
五
六
）、
金
井
清
光
『
天
正
狂
言
本
全
釈
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
九
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

祝
本
（
慶
長
～
寛
永
頃
書
写
。
二
三
曲
）
…
…
永
井
猛
『
狂
言
変
遷
考
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
二
）
所
収
の
翻
刻
及
び
影
印
に
よ
る
。

〔
大
蔵
流
〕

大
蔵
虎
明
本
（
寛
永
十
九
年
〈
一
六
四
二
〉
大
蔵
流
十
三
世
大
蔵
虎
明
書
写
。
本
狂
言
二
三
七
曲
）
…
…
大
蔵
彌
太
郎
編
『
大
蔵
家

伝
之
書
古
本
能
狂
言
』

（
全
六
冊
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
六
）
の
影
印
に
よ
る
。
笹
野
堅
編
『
古
本
能
狂
言
集
』（
全
五
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
～
四
四
）
の
影

印
も
あ
る
。
引
用
の
用
例
に
は
、
臨
川
書
店
版
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
し
た
。
岩
波
版
と
は
相
違
が
あ
る
。
翻
刻
・
校
注
と
し
て
、
池
田
廣

司
・
北
原
保
雄
『
大　

蔵

虎
明
本
狂
言
集
の
研
究　

本
文
篇
（
上
・
中
・
下
）』（
表
現
社
、
一
九
七
二
～
八
三
）
が
あ
り
、
こ
れ
を
底
本
と
す
る
北

原
保
雄
他
編
『
大　

蔵

虎
明
本
狂
言
集
総
索
引
』（
八
冊
、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
二
～
八
九
）
が
あ
る
。
ほ
か
に
、
野
村
和
世
編
「
大
蔵
流
狂
言

古
本
『
虎
明
本
』（
一
）
～
（
七
）」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
三
～
二
九
輯
。
一
九
六
九
～
七
二
）
の
翻
刻
も
あ
る
。
ま
た
、

最
近
大
塚
光
信
編
『
大
蔵

虎
明
能
狂
言
集　
翻
刻　

註
解
（
上
・
下
）』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
筆
者
（
小
林
）
も
翻
刻
本
文

の
作
成
や
頭
注
の
執
筆
に
協
力
し
た
。
か
く
し
て
基
本
文
献
と
し
て
の
利
用
の
態
勢
が
よ
り
整
っ
て
き
て
い
る
。
本
書
で
は
、
第
一
章

で
狂
言
台
本
の
伝
承
と
改
訂
、
大
蔵
虎
明
の
用
語
意
識
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
、
第
Ⅱ
部
に
お
け
る
各
論
に
お
い
て
も
中
心
資
料
と
し
て

利
用
し
た
。

大
蔵
虎
清
本
（
正
保
三
年
〈
一
六
四
六
〉
大
蔵
清
虎
書
写
、
十
二
世
大
蔵
虎
清
補
訂
。
八
曲
）
…
…
古
川
久
編
『
狂
言
古
本
二
種
』（
わ
ん
や
書

店
、
一
九
六
四
）
の
翻
刻
に
よ
り
、
林
田
明
編
「
虎
清
本
狂
言
」（『
近
代
語
研
究
』
第
三
集
、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
二
）
の
影
印
を
参
照

す
る
。
ほ
か
に
、『
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成　

8
謡
曲
狂
言
』（
三
省
堂
、
一
九
六
一
）
に
川
瀬
一
馬
校
訂
の
翻
刻
（『
椎
園
』
第
一
輯
、

一
九
三
七
）
を
転
載
し
、
松
村
明
編
・
福
島
邦
道
補
訂
の
総
索
引
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

大
蔵
虎
寛
本
（
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉
十
九
世
大
蔵
虎
寛
書
写
。
一
六
五
曲
）
…
…
笹
野
堅
校
訂
『
大　

蔵

虎
寛
本
能
狂
言
（
上
・
中
・
下
）』（
岩
波
文
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庫
、
一
九
四
二
～
四
五
）
に
よ
る
。
第
Ⅱ
部
に
お
け
る
各
論
に
お
い
て
虎
明
本
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
資
料
と
し
て
利
用
し
た
。

伊
藤
源
之
丞
本
（
宝
磨
・
明
和
〈
一
七
五
一
～
七
二
〉
頃
伊
藤
源
之
丞
吉
高
書
写
。
一
七
冊
、
一
七
〇
曲
。
大
蔵
流
八
右
衛
門
派
台
本
）…
…
永
井

猛
・
高
橋
修
三
校
訂
『
宮
島
大
蔵
流

狂
言
台
本
伊
藤
源
之
丞
本
（
上
・
下
）』（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
国
語
研
究
室
、
一
九
八
八
～
八
九
）
の
翻
刻
に

よ
る
。

大
蔵
虎
光
本
（
文
化
十
四
年
〈
一
八
一
七
〉
大
蔵
虎
光
原
本
書
写
。
一
五
四
曲
。
大
蔵
流
八
右
衛
門
派
台
本
）
…
…
橋
本
朝
生
編
『
大
蔵
虎
光
本

狂
言
集
（
一
～
四
）』（
古
典
文
庫
、
一
九
九
〇
～
九
二
）
の
翻
刻
に
よ
る
。
底
本
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
山
岸
清
斎
が
書
写
し

た
も
の
。
対
校
本
と
の
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
、『
小
林
賢
次
著
作
集
』
第
三
巻 

第
八
章
参
照
）。
な
お
、
永
井
猛
・
高
橋
修
三

校
訂
『
宮
島
本　

大
蔵
虎
光
狂
言
集
』（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
国
語
研
究
室
、
一
九
九
二
）
の
本
文
を
も
参
照
す
る
。

山
本
東あ
ず
ま

本
…
…
小
川
弘
志
校
注
『
狂
言
集
（
上
・
下
）』（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
。
一
九
四
曲
の
う
ち
、
一
一
〇
曲
）

の
翻
刻
に
よ
る
。

な
お
、
次
に
示
す
『
狂
言
三
百
番
集
』
に
お
い
て
「
大
蔵
流
八
右
衛
門
派
（
番
外
）」
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
の
底
本
と
み
ら

れ
る
も
の
に
、
天
理
図
書
館
蔵
『
狂
言
大
外
』（
一
〇
冊
、
一
〇
〇
曲
〈
重
複
を
含
む
〉）、『
狂
言
新
』（
一
冊
、
六
曲
）
が
あ
る
。
本
書
第
八

章
・
第
九
章
で
取
り
上
げ
る
。

〔
和
泉
流
〕

天
理
本
『
狂
言
六
義
』（
寛
永
・
正
保
頃
書
写
。
二
二
七
曲
）
…
…
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
狂
言
六
義
（
上
・
下
・
抜
書
）』（
八
木
書
店
、
一
九

七
五
～
七
六
）
の
影
印
に
よ
る
。
北
原
保
雄
・
小
林
賢
次
『
狂
言
六
義
全
注
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
一
）
の
翻
刻
・
校
注
、
ま
た
、
そ
れ
を

底
本
と
す
る
東
京
都
立
大
学
中
世
語
研
究
会
編
『
狂
言
六
義
総
索
引
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
）
を
利
用
す
る
。
こ
の
総
索
引
の
刊
行
も
、

狂
言
こ
と
ば
の
研
究
に
有
用
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
、
北
川
忠
彦
・
関
屋
俊
彦
・
永
井
猛
・
田
口
和
夫
・
橋
本
朝
生
・
稲
田
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秀
雄
校
注
『
天
理
本
狂
言
六
義
（
上
・
下
）』（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
四
～
九
五
）
が
あ
り
、
適
宜
利
用
す
る
。「
抜
書
」
に
つ
い
て
は
、
新

日
本
古
典
文
学
大
系
『
梁
塵
秘
抄　

閑
吟
集　

狂
言
歌
謡
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
。
狂
言
歌
謡
は
橋
本
朝
生
担
当
）
に
も
翻
刻
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
天
理
本
の
筆
録
者
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
著
（
小
林
〈
二
〇
〇
〇
〉『
小
林
賢
次
著
作
集
』
第
三
巻
）、
及
び
『
小
林
賢

次
著
作
集
』
第
五
巻 

第
十
一
章
参
照
。
本
書
第
二
章
で
は
、
前
著
の
発
展
と
し
て
用
語
の
考
察
を
行
っ
た
。

和
泉
家
古
本
『
六
議
』（
承
応
二
年
〈
一
六
五
三
〉
～
元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
山
脇
和
泉
家
三
代
目
元
信
道
甫
書
写
。
二
二
一
曲
）
…
…
池
田
廣

司
解
題
・
校
注
「
和
泉
家
古
本
『
六
議
』」（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成　

第
四
巻
狂
言
』
三
一
書
房
、
一
九
七
五
）
の
翻
刻
に
よ
る
。
同

書
で
は
区
切
り
点
に
中
央
の
黒
丸
を
用
い
て
い
る
が
、
用
例
の
引
用
に
あ
た
り
、
通
常
の
読
点
に
改
め
る
。
な
お
、「
抜
書
」
に
関
し

て
は
池
田
廣
司
（
一
九
六
七
）
に
掲
載
の
影
印
に
よ
る
。

波
形
本
（
天
明
六
年
〈
一
七
八
六
〉
頃
早
川
幸
八
書
写
。
一
六
冊
、
二
五
四
曲
）
…
…
原
本
の
写
真
に
よ
る
。

雲
形
本
（
文
政
年
間
頃
山
脇
和
泉
家
七
代
目
元も
と
な
り業
道
鮮
書
写
。
二
〇
冊
二
〇
〇
曲
）
…
…
原
本
の
写
真
に
よ
る
。
本
書
第
四
章
・
第
五
章
で
考

察
の
対
象
と
し
た
。
雲
形
本
に
は
別
編
の
も
の
、
大
本
等
も
あ
り
、「
別
編
」
の
曲
は
、
雲
形
本
研
究
会
「
雲
形
本
・
別
編
『
狂
言
六

義
（
一
）（
二
）』」（『
武
蔵
野
女
子
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
九
号
〈
一
九
九
八
〉、
一
〇
号
〈
一
九
九
九
〉）
に
、
同
じ
く
「
大
本
」

は
第
一
一
号
（
二
〇
〇
〇
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
雲
形
本
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、
五
代
目
山
脇
和
泉
元
喬
（
道
味
）
の
書
写
本
（
端
本
一
冊
、
一
四
曲
）
が
翻
刻
さ
れ
て

い
る
。
雲
形
本
研
究
会
「
翻
刻　

和
泉
流
狂
言
『
六
儀
』
元
喬
本
（
上
・
下
）」（
同
上
、
第
一
三
号
〈
二
〇
〇
二
〉、
第
一
四
号
〈
二
〇
〇

三
〉）。
本
書
第
四
章
で
取
り
上
げ
る
。

ま
た
、
波
形
本
と
雲
形
本
と
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
、
和
泉
流
秘
書
（
一
冊
欠
き
六
冊
、
一
二
七
曲
。
愛
知
県
立
大
学
附
属
図

書
館
蔵
）
が
あ
り
、
そ
の
一
部
が
島
津
忠
夫
・
野
崎
典
子
編
『
和
泉
流
狂
言
選
愛
知
県
立
大
学

附
属
図
書
館
蔵
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
〇
）
等
に
影
印
さ
れ
、

小
谷
成
子
・
野
崎
典
子
両
氏
に
よ
る
翻
刻
が
、『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』
に
継
続
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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古
典
文
庫
本
（
明
治
四
十
三
年
書
写
。
二
〇
冊
、
二
〇
〇
曲
）…
…
吉
田
幸
一
編
『
和
泉
流
狂
言
集
（
一
～
二
十
）』（
古
典
文
庫
、
一
九
五
三
～

六
二
）
の
影
印
に
よ
る
。
本
書
は
奥
書
に
よ
る
と
、
名
古
屋
の
和
泉
流
の
何
某
所
蔵
の
秘
本
を
清
団
子
の
嘱
託
に
よ
り
、
明
治
四
十
三

年
に
如
酔
吉
見
明
が
書
写
し
た
も
の
と
い
う
。
雲
形
本
の
写
し
と
さ
れ
る
が
、
古
典
文
庫
本
の
本
文
は
、
誤
写
・
誤
脱
等
が
多
い
ほ
か
、

ト
書
き
・
注
記
に
関
し
て
は
、
詳
細
な
内
容
を
要
約
し
て
簡
略
に
す
る
な
ど
、
意
図
的
な
書
き
換
え
も
多
く
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

本
書
第
五
章
で
考
察
の
対
象
と
し
た
。
な
お
、「
清
団
子
」
に
つ
い
て
、
吉
田
幸
一
氏
の
「
解
説
」（
第
一
冊
、
一
七
ペ
ー
ジ
）
で
は
、

和
泉
流
狂
言
師
小
早
川
精
太
郎
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
早
川
本
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
確
証
は
な
く
、『
狂
言
辞

典　

資
料
編
』（
古
川
久
・
小
林
責
編
）
で
は
、「
清
団
子
は
「
清
団
」
と
い
う
狂
言
上
演
団
体
を
主
宰
し
た
山
下
迂
作
こ
と
久
保
扶
桑

で
は
な
い
か
」（
一
一
ペ
ー
ジ
）
と
推
定
し
て
い
る
（
同
書
に
「
清
団
」「
山
下
迂
作
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
小
早
川
精
太
郎
は

山
下
迂
作
の
師
の
一
人
で
あ
る
）。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
百
番
集
本
…
…
和
泉
流
三
宅
派
の
台
本
。
野
々
村
戒
三
・
安
藤
常
次
郎
校
註
『
狂
言
三
百
番
集
（
上
・
下
）』（
冨
山
房
百
科
文
庫
、
一
九

三
八
～
四
二
）
の
翻
刻
に
よ
る
。
同
書
は
三
宅
庄
市
（
一
八
二
四
～
一
八
八
五
）
手
沢
本
を
主
と
し
、
こ
れ
に
和
泉
流
の
番
外
曲
の
ほ
か
、

大
蔵
流
・
鷺
流
の
番
外
曲
等
を
加
え
た
も
の
。
野
々
村
・
安
藤
両
氏
の
『
狂
言
集
成
』（
春
陽
堂
、
一
九
三
一
。
復
刻
版
、
能
楽
書
林
、
一

九
七
四
）
と
本
狂
言
の
底
本
は
共
通
の
は
ず
で
あ
る
が
、
両
者
の
翻
刻
本
文
に
は
表
記
上
そ
の
他
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
。
問
題
点
に

関
し
て
は
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
所
蔵
の
南
大
路
家
旧
蔵
台
本
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
特
に
本
書
第
六
章
で
考
察
の
対
象
と
し
、
第

七
章
及
び
第
十
一
章
・『
小
林
賢
次
著
作
集
』
第
二
巻 

第
三
章
の
調
査
は
、
和
泉
流
の
曲
に
限
っ
て
対
象
と
し
た
。

な
お
、
本
書
第
六
章
で
使
用
し
た
山
脇
和
泉
元
照
編
『
和
泉
流
狂
言
大
成
（
全
四
巻
）』（
二
〇
〇
曲
。
わ
ん
や
江
島
伊
兵
衛
刊
、
一
九
一

六
～
一
九
）、
及
び
、
野
村
萬
斎
編
『
新
撰
狂
言
集
（
第
一
輯
・
第
二
輯
）』（
一
〇
〇
曲
。
わ
ん
や
書
店
、
一
九
二
九
～
三
〇
）
も
、
同
じ
く
和

泉
流
三
宅
派
の
台
本
で
あ
る
。
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〔
鷺
流
〕

延
宝
忠
政
本
（
延
宝
六
年
〈
一
六
七
八
〉
忠
政
書
写
、
一
冊
、
二
五
曲
〈
宗
家
仁
右
衛
門
系
〉）
…
…
田
口
和
夫
「
鷺
流
狂
言
『
延
宝
・
忠
政
本
』

翻
刻
・
解
説
」（『
静
岡
英
和
女
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
一
号
、
一
九
七
九
）
に
よ
る
。
田
口
（
一
九
九
七
）
所
収
の
影
印
を
参
照
す
る
。

享
保
保や
す
の
り教

本
（
享
保
年
間
〈
一
七
一
六
～
二
四
〉
鷺
保
教
他
書
写
。
本
狂
言
一
五
〇
曲
〈
分
家
伝
右
衛
門
派
〉）
…
…
。
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

『
鷺
流
狂
言
伝
書
保
教
本
（
一
～
四
）』（
八
木
書
店
、
一
九
八
四
）
の
影
印
に
よ
る
。
特
に
本
書
第
三
章
で
考
察
の
対
象
と
し
、
齋
藤
香
村

校
訂
『
謡
曲
文
庫　

狂
言
篇
（
上
）』（
謡
曲
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
八
）
の
翻
刻
の
状
況
も
考
察
の
対
象
と
し
た
。

宝
暦
名
女
川
本
（
宝
暦
十
一
年
〈
一
七
六
一
〉
頃
名
女
川
辰
三
郎
書
写
。
一
二
〇
曲
〈
伝
右
衛
門
派
〉）
…
…
北
川
忠
彦
・
関
屋
俊
彦
「
翻
刻　

鷺
流
狂
言
『
宝
暦
名
女
川
本
』（
一
～
六
）」（『
女
子
大
國
文
』
第
一
〇
五
～
一
一
一
号
、
一
九
八
九
～
九
一
）
に
よ
る
。
本
書
第
三
章
の
考

察
な
ど
で
関
連
資
料
と
し
て
利
用
し
た
。

安
政
賢
通
本
（
安
政
二
年
〈
一
八
五
五
〉
鷺
賢
通
書
写
。
一
九
二
曲
〈
仁
右
衛
門
系
〉）
…
…
野
々
村
戒
三
解
説
・
古
川
久
校
註
『
狂
言
集

（
上
・
中
・
下
）』（
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
三
～
五
六
）
の
翻
刻
に
よ
る
。
本
書
第
三
章
の
考
察
な
ど
で
関
連
資
料
と
し

て
利
用
し
た
。

な
お
、
今
回
本
書
で
は
特
に
資
料
と
し
て
利
用
し
な
か
っ
た
が
、
山
口
に
伝
わ
る
鷺
流
狂
言
を
集
大
成
し
た
も
の
と
し
て
、
鷺
流
狂
言

記
録
作
成
委
員
会
編
『
山
口
鷺
流
狂
言
資
料
集
』（
全
三
冊
。
山
口
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
）
が
あ
る
。

〔
版
本
狂
言
記
〕

『
狂
言
記
（
正
篇
）』
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
初
版
…
…
北
原
保
雄
・
大
倉
浩
『
狂
言
記
の
研
究
（
上
）
影
印
篇
、（
下
）
翻
字
篇
・
索
引

篇
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
三
。
底
本
、
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
蔵
寛
文
二
年
安
田
版
）

『
狂
言
記
外
五
十
番
』
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
刊
…
…
北
原
保
雄
・
大
倉
浩
『
狂
言
記
外
五
十
番
の
研
究
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
七
。
底
本
、
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京
都
大
学
文
学
部
蔵
本
。
解
説
篇
に
「『
狂
言
記
』
関
係
研
究
文
献
目
録
」
を
収
め
る
）

『
続
狂
言
記
』
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
刊
…
…
北
原
保
雄
・
小
林
賢
次
『
続
狂
言
記
の
研
究
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
五
。
底
本
、
筑
波
大

学
附
属
図
書
館
蔵
本
）

『
狂
言
記
拾
遺
』
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
刊
…
…
北
原
保
雄
・
吉
見
孝
夫
『
狂
言
記
拾
遺
の
研
究
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
七
。
底
本
、
早

稲
田
大
学
附
属
演
劇
博
物
館
蔵
本
）

以
上
の
影
印
・
翻
刻
に
よ
る
（
各
五
〇
曲
）。
本
書
で
は
、
特
に
第
七
章
で
、
三
百
番
集
本
と
比
較
し
て
版
本
狂
言
記
の
状
況
を
示
し
、

第
Ⅱ
部
の
各
論
で
も
、
資
料
と
し
て
利
用
し
た
。
勉
誠
社
の
シ
リ
ー
ズ
は
影
印
・
翻
刻
本
文
の
ほ
か
に
総
索
引
を
備
え
、
解
説
篇
（
言
語

資
料
と
し
て
の
解
説
を
含
む
）
を
添
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
狂
言
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
。
橋
本
朝

生
・
土
井
洋
一
校
注
）
に
、『
狂
言
記
（
正
篇
）』
と
『
狂
言
記
外
五
十
番
』
に
つ
い
て
は
校
注
を
付
し
、『
続
狂
言
記
』
と
『
狂
言
記
拾
遺
』
に

つ
い
て
は
付
録
と
し
て
本
文
の
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
狂
言
記
（
正
篇
）』
の
寛
文
五
年
版
（
一
一
曲
の
み
の
抄
出
本
）
に
つ
い
て
は
、

北
川
忠
彦
・
和
田
克
司
「
寛
文
五
年
版
『
狂
言
記
』」（『
室
町
ご
こ
ろ
│
中
世
文
学
資
料
集
─
』
角
川
書
店
、
一
九
七
八
）
の
翻
刻
も
あ
る
。

〔
用
例
の
引
用
に
あ
た
っ
て
〕

1　

次
章
以
下
、
用
例
の
引
用
に
あ
た
っ
て
、
特
に
表
記
等
を
問
題
と
す
る
場
合
を
除
い
て
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
通
行
の
字
体
を

用
い
る
。
た
だ
し
、
一
部
の
異
体
字
の
類
は
そ
の
ま
ま
用
い
る
場
合
が
あ
る
。

2　

台
本
・
翻
刻
本
に
よ
っ
て
表
記
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
曲
名
の
表
記
を
含
め
て
、
適
宜
変
更
を
加
え
た
。
振
り
仮
名
の
多
い
台

本
の
場
合
、
一
部
を
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。

3　

引
用
文
の
一
部
を
省
略
す
る
場
合
、
省
略
箇
所
が
長
い
場
合
に
は
「
…
（
略
）
…
」
の
よ
う
に
示
す
が
、
比
較
的
短
文
の
場
合

「
…
…
」
で
示
す
こ
と
も
あ
る
。


